
別紙様式２号

２．整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化に向けた取組用

（秋田県　平成26年度）

メ
ニュー

事業内容 事業費

備
考

（円）

（工種、
施設区
分、構
造、規

格、能力

交付金

都
道
府
県
費

市
町
村
費

その他

横手
市

秋田ふ
るさと
農業協
同組合

水稲
（あき
たこま
ち、め
んこい
な）

受益地区の
集約化を進
め、カント
リーエレ
ベータの処
理量を被災
前に比べ概
ね同程度以
上に復旧

処理能力：
2,500ｔ
稼働率：
72％
1,800ｔ÷
2,500t＝
72％

1,567ｔ 1,756ｔ 1,503ｔ 1,671ｔ 1,800ｔ 92.8%

処理量は
被災前よ
り約100ｔ
多い1,671
ｔとな
り、被災
前と同等
以上に回
復した
が、目標
達成には
至らな
かった。

穀類乾燥
調製貯蔵
施設
被災した
４本のサ
イロを被
災前の状
態に復旧
するた
め、サイ
ロのク
ラック修
繕を実施

4,203,250 2,001,000 0 0 2,202,250 H23.9.21

　事業導入後、
被災前より100t
上回る処理量を
達成できたが、
目標達成には
至っていない。
　今後も、ＣＥ
利用者協議会と
連携し、既利用
者の利用拡大や
新規利用者の確
保を図るととも
に、ＪＡのＣＥ
について品種等
の集約、ＪＡ内
他施設との連携
により施設運用
の効率化を図る
ことにより、処
理量を増大させ
目標達成に努め
ていきたい。

　事業実施後、
被災前を上回る
処理量となって
いるが、目標値
には達していな
い。
　今後も、処理
量の増大に向け
て、ＣＥ利用の
メリットＰＲ等
による新規利用
者の確保や既利
用者の利用拡大
を図るととも
に、ＪＡ管内の
ＣＥについて、
品種の集約化や
他施設との相互
連携強化による
施設運用の効率
化を図り、目標
達成できるよう
指導する。

92.8%

 （注）１　別紙様式１号の２のⅠに準じて作成すること。

　 　　２　要領第１の１の（２）のアの（ア）から（ウ）の場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　 　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

　 　　６「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

都道府県平均
達成率

　被災したサイロのクラック修繕を実施したことにより、処理量は被災前と同等以上に回復しているが、成果目標の処理量は達成でき
ていない。
　今後は、ＪＡとＣＥ利用者協議会が連携しながら、ＣＥ利用のメリットＰＲ等による新規利用者の確保や既利用者の利用拡大を強化
するとともに、ＪＡ管内のＣＥについて、品種の集約化や他施設との相互連携強化による施設運用の効率化を図るなど、成果目標の早
期達成に向けた取り組みをより一層強化する必要がある。
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